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○本船動静

・11月11日08時55分阪神港神戸区入港

【学校側コメント】
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　昨日は強風域の紀伊水道南部から友が島水道を通過して神戸沖に投錨しました。

　本日も入港後に船長や航海士の方々の講義があります。こうした座学で学んだことを実際の航海実習

の中で活かし、如何に自分のものにするかが大切になります。神戸からは瀬戸内海を航海します。学び

取ることは沢山あります。瀬戸内海は日本でも有数の船舶交通量が多い水域です。船舶交通の安全を図

るため、狭い水域には航路が設定されています。特別な交通ルールもあります。設定された航路を知

り、交通ルールを理解し、船舶を安全に運航する。そのための座学であり、それを活かすために実技実

習を行い、実習生のために大島丸は運航されています。その意味を理解して勉学に励み知識と実技を習得

して欲しいと思っています。
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